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はじめに

近代以後に築かれた大量生産・大量消費型の社会や暮らしの見直しが

必至となる下で、教育は新たな社会を創造する市民を形成する鍵を握っ

ています。

しかし、教育実践の現場に目をやると、子ども・親のみならず支援者

どうしでもコミュニケーションをとることが難しくなり、発達支援にあ

たる人々の間では様々な戸惑いや苦悩、さらには孤立感・消耗感が広がっ

ています。

次の時代を担う子ども・若者の間では、不登校や高校中退などに典型

的に示されるように、学校を中心とした学びの場から早期に遠ざかる人

たちが依然として減らず、学校を出たあとも不安と焦りを抱えながら人

生像を模索せざるを得ない人々がかつてなく増えています。

新たな時代を切り開く市民が育つことへの期待が高まりながらも、「人

が育つ」ことそのものの難しさが明らかになったのが現在でしょう。

このような時代状況に鑑み、北海道大学大学院教育学研究院附属子ど

も発達臨床研究センターでは、改めて「人が育つ」こと、そしてそれを

支援することを問い返し、発達の可能性が抑制されることがないという

意味で持続可能な発達の論理と、今の社会に求められる「人が育つ場」

を構築する展望を探求していくことにしました。

私たちの暮らしは、 遊ぶ・学ぶ・働く>という活動から成り立ってい

ますが、年齢段階に応じて人間的・人格的な発達を主導する活動は変化

していきます。

そこでこの３つの活動に即しながら、発達可能性を保障するための教

育の課題を検討することを目的として、2011年11月に総合研究企画を

実施しました。本報告書はその成果の一部をまとめたものです。当日は、

理論と実践の諸領域を超えた学際的・総合的な討議により、「人が育つ社

会」への展望が明らかにされました。

本報告書がこのテーマを探求するための一助となれば幸いです。
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